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4月24日　東町蔵「会陽館」オープン

5月18日　たかさと棚田ウォーク

 4月26日　桜ウォーク2014

地
域の

話
題

初
夏
の
三
ノ
倉
高
原
。

少
し
遅
咲
き
の
菜
の
花
。

山
下
に
臨
む
の
は
、
き
ら
き
ら
と
光
る
水
を
湛
え
た
田
ん
ぼ
。

喜
多
方
市
は
、
美
し
い
市
で
す
。
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７
月
以
降
申
請
さ
れ
た
方
は
、

２
回
目
に
ま
と
め
て
お
支
払
い

た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課

子
育
て
支

援
室

☎（
２４
）５
２
２
９

６
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

特
定
疾
患（
難
病
）で
治
療
中
の

方
、
腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
治

療
を
受
け
て
い
る
方
、
遷
延
性

意
識
障
が
い
の
方
、
ま
た
は
そ

の
保
護
者
の
方
に
年
額
１
５
０

０
０
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

※
支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
間

６
月
２
日（
月
）

〜
３０
日（
月
）土
・
日
を
除
く
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

●
持
参
す
る
も
の

①
次
の
い
ず
れ
か
…
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
、
軽
快
者
の
方

今
回
の
支
給
は
、
２
月
分
か

ら
５
月
分
が
振
込
に
な
り
ま
す
。

個
別
に
支
給
通
知
は
送
付
し
ま

せ
ん
の
で
、
登
録
さ
れ
て
い
る

通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
入
金
時
刻
は

金
融
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
課

子
育
て
支

援
室
☎（
２４
）５
２
２
９

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

市

民
サ
ー
ビ
ス
班

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
料
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
者

１８
歳
未
満
の
児
童
が
３
人
以

上
い
る
世
帯
に
お
い
て
、
第
３

子
以
降
で
平
成
２６
年
４
月
１
日

現
在
３
歳
未
満
の
児
童
の
保
育

児
童
手
当
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

６
月
13
日
は
児
童
手
当
の

定
時
支
給
日
で
す

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

特
定
疾
患
患
者
の
見
舞
金

補
助
・
支
援

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、「
児
童
手
当
現
況
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、

６
月
１
日
現
在
の
受
給
者
お
よ

び
児
童
の
状
況
と
前
年
の
所
得

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
６
月
上

旬
に
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
の
な
い
場
合
は
６

月
以
降
の
手

当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課

子
育
て
支

援
室
☎（
２４
）５
２
２
９

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

市

民
サ
ー
ビ
ス
班

所
保
育
料
を
支
払
っ
て
い
る
保

護
者

●
申
請
の
方
法

申
請
用
紙
は
、
社
会
福
祉
課

お
よ
び
市
内
の
公
立
・
認
可
保

育
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
保
育

所
を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
可
外

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
直
接
社
会
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
育
所
保
育
料
に
未
納
が
あ

る
場
合
な
ど
、
補
助
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

●
支
払
方
法

年
２
回（
９
月
と
翌
年
３
月
）

に
分
け
て
お
支
払
し
ま
す
。

●
締
め
切
り

１１
月
２８
日（
金
）

※
な
お
、
１
回
目
の
支
払
が
さ

れ
る
の
は
、
６
月
３０
日
ま
で
申

請
さ
れ
た
方
に
な
り
ま
す
の
で
、

問問

申申

問問

申申

問問

申申

　情報ステーション
は市民の皆さんの生
活に直結するいろい
ろな制度や催しなど
を紹介するコーナー
です。
　情報の詳細につい
ては、問へ連絡して
ください。

市民課と税務課
の証明業務を、
午後7時まで延長
しています。

※税務諸証明は
本庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総
　合支所）
◆火曜日（本庁、
　高郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加
　納総合支所）
◆木曜日（山都総
　合支所）
◆金曜日（本庁）

今月の納期
 2 日 自動車税（県税）
25日 市県民税（2期）

情報
ステーション

問問
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情 報 ステーション

※
詳
し
く
は
４
月
に
配
布
い
た

し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。会津

交
通
観
光（
株
）喜
多
方

営
業
所

☎（
２１
）１
６
５
０

喜
多
方
市
民
号
実
行
委
員
会

事
務
局（
観
光
交
流
課
内
）

☎（
２４
）５
２
０
０

市
主
催
「
手
話
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

手
話
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

７
月
４
日
〜
９
月

１２
日
の
毎
週
金
曜
日
、
全
１０
回

（
８
月
１５
日
は
除
く
）

●
時
間

午
後
７
時
〜
８
時
３０

分●
場
所

厚
生
会
館（
２
階
）第

三
研
修
室

●
受
講
料

無
料

●
対
象

市
内
在
住
も
し
く
は

勤
務
・
在
学
の
方

●
内
容

簡
単
な
あ
い
さ
つ
程

度
の
手
話
の
学
習
、
ろ
う
あ
者

と
の
交
流社

会
福
祉
課

障
が
い
福

祉
班

☎（
２４
）５
２
７
６

は
特
定
疾
患
登
録
者
証
、
小
児

慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

認
定
証
、
先
天
性
血
液
凝
固
因

子
障
害
等
医
療
受
給
者
証
、
腎

臓
機
能
障
害
の
方
は
身
体
障
害

者
手
帳
、
遷
延
性
意
識
障
が
い

の
方
は
医
師
の
診
断
書

②
預
金
通
帳

●
支
給
日

９
月
３０
日（
火
）

●
支
給
方
法

口
座
振
込

社
会
福
祉
課

障
が
い
福

祉
班
☎（
２４
）５
２
７
６

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

【
喜
多
方
市
民
号
の
参
加
締
め

切
り
が
近
付
い
て
い
ま
す
。
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。】市民

相
互
の
親
睦
と
喜
多
方

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
喜
多
方
市

民
号
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
は

山
梨
県

富
士
山
、
武
田
信
玄

ゆ
か
り
の
地
な
ど
の
名
所
を
訪

ね
ま
す
。

●
開
催
日
時

６
月
２９
日（
日
）〜
３０
日（
月
）

第
９
回
喜
多
方

市
民
号
参
加
者
募
集

手
話
講
習
会
参
加
者
募
集

「
み
ん
な
の
ご
は
ん

１
・
２
・
３
」参
加
者
募
集

募

集

〔
１
泊
２
日
〕

●
旅
程

〔
１
日
目
〕
喜
多
方（
西
四
ッ
谷

駐
車
場
・
各
総
合
支
所
）〜
御

殿
場
カ
メ
ヤ（
昼
食
）〜
富
士
山

本
宮
浅
間
神
社
〜
富
士
山
五
合

目（
展
望
）〜
石
和
温
泉（
華
や

ぎ
の
章

慶
山

泊
）

〔
２
日
目
〕
信
玄
餅
工
場（
見
学
・

買
い
物
）〜
水
晶
と
ト
ル
マ
リ

ン
体
験（
買
い
物
）〜
武
田
信
玄

ゆ
か
り
の
地
甲
斐
善
光
寺
・

武
田
神
社
・
恵
林
寺（
見
学
・

昼
食
）〜
喜
多
方（
西
四
ッ
谷
駐

車
場
・
各
総
合
支
所
）

●
募
集
人
員

３
０
０
人

●
旅
行
費
用

２
３
，
８
０
０

円（
４
名
以
上
１
室
利
用
の
場

合
）

●
締
め
切
り

６
月
１３
日（
金
）

生
活
習
慣
病
予
防
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
を
学
ぶ
教
室

で
す
。

毎
回
「
テ
ー
マ
」
も
違
い
、

ミ
ニ
講
話
、
調
理
実
習
を
実
施

致
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
食
を
学
び
た
い

方
、
メ
タ
ボ
で
悩
ん
で
い
る
方
、

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
程

①
喜
多
方
地
区（
全
８
回
）

６
月
１９
日（
木
）〜
２７
年
１
月

②
熱
塩
加
納
地
区（
全
４
回
）

７
月
１３
日（
日
）〜
２７
年
１
月

③
塩
川
地
区（
全
４
回
）

６
月
２１
日（
土
）〜
１２
月

④
山
都
地
区（
全
４
回
）

１０
月
２８
日（
火
）〜
２７
年
１
月

⑤
高
郷
地
区（
全
４
回
）

７
月
１５
日（
火
）〜
１０
月

市
内
に
お
住
い
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
要

予
約
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

保
健
課
健
康
班

☎（
２４
）５
２
２
３

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

市
民
サ
ー
ビ
ス
班

問問

申申

問問 申申問問

申申

問問

申申
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
申
請
時
点
の
直
前
の
７

月（
学
生
納
付
特
例
は
４
月
）ま

で
で
し
た
が
、
こ
の
度
、
法
改

正
に
よ
り
過
去
２
年（
２
年
１

か
月
前
）ま
で
遡
っ
て
申
請
す

る
事
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

（
学
生
納
付
特
例
も
同
様
で

な
技
能
習
得
の
た
め
の
職
業
訓

練
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
施
設
見
学
会（
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
）を

行
い
ま
す
。

●
開
催
日
時

６
月
９
日（
月
）、

２３
日（
月
）、
７
月
７
日（
月
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０

分●
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
職
業
訓
練
の
参
加
が
望
ま

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

●
参
加
料

無
料

会
津
職
業
能
力
開
発
促

進
セ
ン
タ
ー（
通
称

ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
会
津
）

〒
９
６
５

－

０
８
５
８

会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
南
四

合
字
深
川
西
２
９
２

☎
０
２
４
２（
２６
）０
５
２
０

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

主
催
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
事
業
と
し
て
三
浦
し

を
ん
原
作
『
舟
を
編
む
』
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

６
月
２８
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

☎
０
９
０（
６
１
０
０
）４
７
３

７－

求
職
者
の
皆
さ
ん
へ

－

【
訓
練
生
募
集
】

会
津
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー（
通
称

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
）で
は
、
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し

い
と
判
断
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
訓
練
科
名

Ｃ
Ａ
Ｄ
・

Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
コ
ー
ス（
テ
ク

ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
）

●
募
集
期
間

６
月
１６
日（
月
）

〜
７
月
１５
日（
火
）

●
募
集
定
員

６
名

●
訓
練
機
関

平
成
２６
年
８
月

１
日（
金
）〜
平
成
２７
年
１
月
３０

日（
金
）

●
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

●
受
講
料

無
料

●
選
考
日

７
月
１７
日（
木
）

【
施
設
見
学
会
】

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア（
職
業

能
力
）に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
・

喜
多
方
」
の
２０
周
年
を
記
念
し

て
開
催
す
る
「
平
和
へ
の
集
い
」

に
お
い
て
、
平
和
へ
の
思
い
を

一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

●
日
時

１０
月
１８
日（
土
）午
後

１
時
３０
分
開
演

※
午
前
中
の
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら

参
加
で
き
る
方

●
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
参
加
形
式

①
１０
分
間
ス
テ
ー
ジ
参
加（
ジ

ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
個
人
、
仲
間
同
士
、
団
体
な

ど
で
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

歌
を
１０
分
間（
入
退
場
を
含
む
）

で
披
露
し
て
く
だ
さ
る
方

②
フ
ィ
ナ
ー
レ
合
同
合
唱
参
加

※
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
皆
さ
ん
と
一

緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
る
方

※
６
月
〜
１０
月
の
間
の
練
習

（
月
２
回
程
度
）に
参
加
可
能
な

方
申
「
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
」
実
行
委
員
会（
担
当
唐
橋
）

「
平
和
の
歌
ス
テ
ー
ジ（
仮
称
）

参
加
者
募
集

訓
練
生
募
集
と

施
設
見
学
会
の
お
知
ら
せ

募

集

年

金

復
興
支
援
・
映
画

「
舟
を
編
む
」

上
映
会
参
加
者
募
集

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
の

期
間
に
つ
い
て

●
場
所

会
津
大
学
講
堂

●
募
集
人
員

４
０
０
人
を
無

料
で
ご
招
待
し
ま
す（
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
）。

●
応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
記
載
事
項

①
「
舟
を
編
む
」
希
望

②
住
所

③
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）

④
年
齢

⑤
電
話
番
号

⑥
希
望
人
数（
１
回
の
応
募
で

２
人
ま
で
）

●
締
め
切
り

６
月
１３
日（
金
）

当
日
消
印
有
効

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
当
選
者
に
は
６

月
２０
日
に
当
選
は
が
き
を
発
送

し
ま
す
。日

本
赤
十
字
社

福
島

県
支
部

〒
９
６
０

－

１
１
９
７
福
島
市

永
井
川
字
北
原
田
１７

☎
０
２
４（
５
４
５
）７
９
９
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４（
５
４
５
）７
９

２
３

問問

申申

問問

申申

問問

申申

英会話
食　育

リトミック
運　動
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※
弁
当（
お
茶
付
）６
０
０
円

（
要
予
約
）母親

大
会
実
行
委
員
会

☎（
２４
）４
０
５
７

〜
対
象
が
一
般
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
〜

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー

検
査
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
な

ど
体
内
に
あ
る
放
射
性
物
質
か

ら
、
概
ね
一
生
の
間
に
受
け
る

と
思
わ
れ
る
線

量
を
推
計
す
る

た
め
の
検
査
で

す
。
今
年
度
は

対
象
を
一
般
に

拡
大
し
て
実
施

い
た
し
ま
す
。

●
主
催

福
島
県

●
対
象
者

平
成
２５
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
、
県
内
に
住

所
を
有
す
る
方
で
、
昨
年
度
検

査
を
受
け
な
か
っ
た
方

※
そ
の
他
、
県
外
に
住
民
票
が

あ
る
方
で
も
、
県
民
健
康
調
査

の
対
象
と
さ
れ
た
方
や
県
内
に

・
火
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

・
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

●
と
き

６
月
２９
日（
日
）

●
と
こ
ろ

喜
多
方
市
立
第
一

小
学
校

●
内
容

【
分
科
会
・
講
座
・
特
別
企
画
・

見
学
分
科
会
】（
午
前
１０
時
〜

正
午
）

※
見
学
分
科
会（
自
由
民
権
運

動
「
喜
多
方
事
件
」
の
関
連
地

を
め
ぐ
る
）は
要
予
約（
バ
ス
代

な
ど
９
０
０
円
）

【
全
体
会
】（
午
後
０
時
４５
分
〜

３
時
４５
分
）

・
文
化
行
事
…
…
「
桐
響
ひ
び

き
」
＆
「
桐
下
駄
ッ
プ
」

・
記
念
講
演
…
…
「
命
を
さ
さ

え
る
地
域
づ
く
り
」

講
師

二
宮
厚
美
さ
ん（
神
戸

大
学
名
誉
教
授
）

●
参
加
費

（
資
料
代
）７
０
０

円

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

す
）。
な
お
、
申
請
の
際
に
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
な
ど
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
課
市
民
窓
口
班

☎（
２４
）５
２
２
６

●
日
時

７
月
１０
日（
木
）午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー（
１
階
）第
一
会
議
室

●
相
談
時
間

一
人
２０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

ご
利
用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談

日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

予
定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切

り
と
な
り
ま
す
。

会
津
若
松
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
9
番
の
次
に

5
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
７
時

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

第
57
回
福
島
県
・
第
４
回

あ
い
づ
母
親
大
会
開
催

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
ホ
ー
ル

ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る

内
部
被
ば
く
検
査

通
学
し
て
い
る
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
検
査
を

受
け
た
方
で
も
、
空
き
状
況
に

応
じ
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
検
査
会
場
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
押
切
川
公
園
体
育
館
】

７
月
１６
日（
水
）〜
２０
日（
日
）

７
月
２３
日（
水
）〜
２７
日（
日
）

保
健
課
健
康
班

☎（
２４
）５
２
２
３

【
高
郷
総
合
支
所
】

７
月
３１
日（
木
）〜
８
月
１
日（
金
）

※
８
月
１
日
は
午
前
の
み

高
郷
総
合
支
所
住
民
課

☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１
３

【
山
都
保
健
セ
ン
タ
ー
】

８
月
２
日（
土
）〜
４
日（
月
）

※
８
月
４
日
は
午
前
の
み

山
都
総
合
支
所
住
民
課

☎（
３８
）３
８
２
１

【
熱
塩
加
納
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
夢
の
森
】

８
月
５
日（
火
）

熱
塩
加
納
総
合
支
所
住
民

課
☎（
３６
）２
１
１
３

【
塩
川
体
育
館
】

８
月
８
日（
金
）〜
１０
日（
日
）

塩
川
総
合
支
所
住
民
課

☎（
２７
）２
１
５
３

●
実
施
時
間

問問問問

申申

問問

申申

申申申申申申申申申申

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
１
時
間
の
昼
休
憩
が
あ
り
ま

す●
定
員

１
日
７０
名

●
申
し
込
み
方
法

①
ま
ず
は
申
し
込
み
先
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い

②
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

来
所
の
う
え
同
意
書
に
て
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い（
予

約
確
定
と
な
り
ま
す
）

●
検
査
に
係
る
費
用

無
料

保
健
課
健
康
班

☎（
２４
）５
２
２
３

問問

申申
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秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
費
用
は
無
料
で
す
が
、
電
話

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時

６
月
２３
日（
月
）

午
後
１
時
１５
分
〜
３
時
３０
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７
５

思
春
期
・
青
年
期
に
ひ
き
こ

も
る
子
供
の
抱
え
る
問
題
、
そ

の
対
応
に
つ
い
て
の
学
習
会
、

情
報
の
提
供
、
ま
た
参
加
者
同

士
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。
家
族
同
士
、
集
い
語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時

６
月
２７
日（
金
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（
２９
）５
２
７
５

に
実
施
し
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

は
、
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団

情
報
の
整
備
を
、
商
業
統
計
調

査
は
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
施
策
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

統
計
調
査
員
が
調
査
の
お
願

い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
票

へ
の
ご
記
入
、
ま
た
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日

７
月
１
日（
火
）を
基

準
日
と
し
、
６
月
末
ま
で
に
調

査
票
を
配
布
し
、
７
月
１
日
以

降
に
回
収
し
ま
す
。

●
調
査
対
象

す
べ
て
の
事
業

所
お
よ
び
企
業（
経
済
セ
ン
サ

ス
‐
基
礎
調
査
）、
卸
売
業
・

小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
お
よ
び
企
業（
商
業
統
計
調

査
）情

報
政
策
課
情
報
統
計
班

☎（
２４
）５
２
１
０

精
神
的
な
悩
み
で
お
困
り
の

方
、
ま
た
そ
の
家
族
の
方
の
相

談
に
、
精
神
科
医
や
保
健
師
が

応
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
食
へ
の
安

全
と
放
射
能
に
関
す
る
知
識
の

普
及
を
図
る
た
め
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

●
日
時

６
月
１７
日（
火
）午
後

１
時
３０
分
〜
３
時

●
場
所

熱
塩
加
納
会
館

●
内
容

①
講
演
「
３
年
を
経
て
、
原
発

災
害
に
お
け
る
食
品
と
日
常
生

活
の
中
の
放
射
線
を
考
え
る
」

自
治
医
科
大
学
Ｒ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

管
理
主
任（
放
射
線
取
扱
責
任

者
）お
よ
び
同
付
属
病
院
放
射

線
管
理
室
管
理
主
任

菊
地

透
先
生

②
「
食
品
中
の
放
射
性
物
質
の

基
準
値
」
消
費
者
庁
職
員

生
活
環
境
課

原
発
事
故
対

策
室
☎（
２４
）５
２
８
５
ま
た
は

熱
塩
加
納
総
合
支
所
住
民
課

☎（
３６
）２
１
１
１

総
務
省
と
経
済
産
業
省
で

は
、７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
、

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
お

よ
び
商
業
統
計
調
査
を
一
体
的

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
１
０
０
％

を
目
指
す
た
め
、
６
月
１
日

（
日
）か
ら
６
月
３０
日（
月
）ま
で

の
１
か
月
間
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
強
化
月
間
と
定
め
て
い
ま

す
。

●
県
下
一
斉
広
報
強
化
日

６
月
２
日（
月
）・
２０
日（
金
）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
は
、
あ
な
た
と
あ
な

た
の
大
切
な
人
を
守
る
命
綱
で

す
。
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
、

一
人
一
人
が
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
よ
う
心
が
け
る

と
と
も
に
、
声
を
掛
け
合
い
ま

し
ょ
う
。

喜
多
方
市
交
通
対
策
協
議

会（
生
活
環
境
課

生
活
安
全
係

内
）

☎（
２４
）５
２
２
１

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
強
化
月
間

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
心
の
健
康
相
談
」

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」

食
と
放
射
能
に
関
す
る

説
明
会
開
催
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

基
礎
調
査
お
よ
び
商
業
統
計

調
査
協
力
の
お
願
い

問問

問問

問問

問問

申申

問問

申申
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個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業

が
破
綻
し
た
り
し
て
も
一
定
の

生
活
費
な
ど
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
ル
ー
ル
と
し
て
、「
経
営

者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
中
小
企
業
庁
・
金
融
庁

主
導
の
下
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
次
の

こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理

が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場

合
な
ど
に
お
い
て
個
人
保
証
が

不
要
と
な
る
こ
と

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て

い
て
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る

前
に
、
早
め
に
事
業
再
生
や
廃

業
を
決
断
し
た
際
に
一
定
の
生

活
費
な
ど
が
残
る
こ
と

金
融
機
関
と
相
談
し
た
い
方
、

詳
し
く
は
下
記
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

東
北
本
部

☎
０
２
２（
７
１
６
）１
７
５
１

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が

ら
な
い
場
合
は
☎
０
２
２（
７

９
６
）０
１
５
２

弁
護
団
Ｈ
Ｐ（U

R
L
 http://b

kantohoku.com
/

）か
ら
資
料

請
求
も
可
能
で
す
。

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁

護
団
事
務
局（
小
野
寺
友
宏
法

律
事
務
所
）

☎
０
２
２（
２
６
６
）４
６
６
４

―
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
―

平
成
２６
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月

１０
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電

子
申
請
を
、
労
働
保
険
料
な
ど

の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

福
島
労
働
局

総
務
部

労
働

保
険
徴
収
室

福
島
市
霞
町
１
番
４６
号

福
島

合
同
庁
舎
内

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
７

●
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル

申

福
島
県
立
医
科
大
学
放

射
線
医
療
県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
３
０

集
団
予
防
接
種
に
よ
り
Ｂ
型

肝
炎
に
感
染
し
た
患
者
の
方
々

の
救
済
を
目
的
に
東
北
各
地
の

弁
護
士
で
結
成
し
た
弁
護
団

（
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁

護
団
）に
よ
る
一
斉
無
料
電
話

相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
実
施
日
時

６
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
無
料
電
話
相
談
の
相
談
先

☎
０
２
２（
２
６
７
）４
３
５
１

ま
た
は
０
２
２（
２
６
７
）４
３

５
２右

記
日
時
以
外
は
、
弁
護
団

の
下
記
常
設
電
話
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

（
７６
）０
１
５
２（
電
話
受
付

平

日
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
）
受

付
時
間
以
外
は
留
守
録
対
応
）

県
民
健
康
調
査
基
本
調
査
問

診
票
の
提
出
は
お
済
み
で
す

か
？
こ
の
調
査
は
、
原
発
事
故

後
の
健
康
管
理
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
。

問
診
票
を
失
く
し
て
し
ま
っ

た
、
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
、

提
出
の
機
会
を
の
が
し
て
し
ま

っ
た
な
ど
の
理
由
で
ま
だ
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会

に
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
書
き

方
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、
一

緒
に
記
入
し
ま
す
。
当
時
の
こ

と
を
あ
ま
り
よ
く
覚
え
て
い
な

い
方
も
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
設
置
期
間

７
月
１
日（
火
）〜
３１
日（
木
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

労
働
保
険
の
年
度

更
新
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
様
へ

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

弁
護
士
に
よ
る

東
北
一
斉
無
料
電
話
相
談

「
県
民
健
康
調
査
基
本
調
査

（
問
診
票
）」書
き
方

相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

問問

申申

問問

申申

問問

問問

〒966-0086 喜多方市字西四ッ谷43番地 102

 
ちょこっと英会話

…30ページに続く

梅雨の時期って、
ジメジメして
ちょっと憂鬱…
広告スペースも
余っちゃったし…
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東北電力からのおねがい
　発電所やダムから水を流したときの水難事故を防ぐため、各所に注意札を立てております。
水を流すときは、スピーカーやサイレンによってお知らせしますので河原にいる人は危険です
から、すぐ安全な場所に移動されるようお願いいたします。

　次のときはサイレンをならします

①　ダムの流入量が毎秒1000　に達したとき（片門ダム）
②　ダムの流入量が毎秒1500　に達したとき（新郷ダム・山郷ダム）
③　ダムの流入量が毎秒2000　（洪水量）に達したとき（片門ダム）
④　ダムの流入量が毎秒3000　（洪水量）に達したとき（新郷ダム・山郷ダム）
⑤　ダムの流入量が洪水量オーバー後 毎秒1000　増加毎（3ダム共通）
（警報内容）

　次のときにスピーカーをならします

①　ダムから初めて水を流す約10分前（片門ダム・新郷ダム・山郷ダム）
②　発電所から初めて水を流す約10分前（片門ダム・新郷ダム・山郷ダム）
③　発電所の出力を増やし水を多く流すとき（片門ダム・新郷ダム・山郷ダム）
（放送内容）
「今から川の水が急に増えます。河原にいる人は危険ですから、すぐ上がってください。」

※毎日9時にスピーカーの音を実際に鳴らして、装置の点検を行っております。
東北電力株式会社 会津技術センター制御所☎0242（22）2220

　　　　　　　　　  只見川ダム管理所☎0241（52）3422（片門ダム）

　　　　　　　　　  阿賀野川ダム管理事務所☎0241（47）2006

　　　　　　　　　 （新郷ダム・山郷ダム）

阿賀野川水系ダムの状況を東北電力HPから閲覧出来ます。
東北電力HP－災害に備えて－阿賀野川水系ダム情報
《河川への不法投棄はやめましょう!!》

サイレン50秒 サイレン50秒

（ 休み 10秒 ）

サイレン50秒

（ 休み 10秒 ）

ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
２６
年
度
の
寄
附
の
状
況
は
、
４
月

末
現
在
で
６
人
の
方
か
ら
２０
万
円
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
者
の
中
に
は
「
ふ
る
さ
と
喜
多
方

を
応
援
し
た
い
」
と
、
再
度
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
で
は
、
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
の
お
気
持
ち
に
沿
え
る
よ
う
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
「
ふ
る
さ
と
喜
多

方
」
に
対
す
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
寄
附
の
受
付
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
詳
細
お
よ
び
申
込
み
方
法

な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

企
画
政
策
課

過
疎
地
域
集
落
対
策

室
☎（
２４
）５
２
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
０
７
３

Ｅ
メ
ー
ル se

isa
k
u
@
city.k

ita
k
a
ta
.fu

k
u
shim

a
.jp

問問

申申

問 問
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●日時 6月21日（土）午後2時～4時
●場所 押切川公園体育館サブアリーナ
●基調講演

演題「学校・家庭・地域の連携で子どもたちの学力を上げる」
　　　　～学力日本一・秋田の子育ての秘密～
●講師 秋田大学教育文化学部　教授　阿　部　　昇 氏

　秋田県の好成績の陰には次のような生活習慣があります。

　　◎早寝早起きなど、規則正しい生活を送る　◎朝ごはんを家族と一緒に食べる

　　◎あいさつをきちんとする　◎地域の行事によく参加する

　　◎家庭学習をしっかりやる

　このような習慣を取り入れることで、学力のみならず、人間

力向上にもつながっています。昨年に引き続き秋田県の先進事

例を、詳しく聞くことができます。

申 学校教育課 管理・指導班☎（23）2113

学校・家庭・地域連携推進事業講演会
「ともに考えよう　喜多方っ子の今・未来2014」

棋
の
森
内
俊
之
名
人
に
羽

生
善
治
三
冠
が
挑
む
、
将

棋
界
で
最
も
伝
統
と
格
式
あ
る
最

高
峰
の
棋
戦
「
第
７２
期
名
人
戦
」

の
第
２
局
が
、
４
月
２２
日
、
２３
日

の
２
日
間
に
か
け
て
、
熱
塩
温
泉

を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

対
局
前
日
の
２１
日
に
は
、
森
内

俊
之
名
人
と
挑
戦
者
・
羽
生
善
治

三
冠
を
お
迎
え
し
て
、
市
民
や
市

内
外
の
将
棋
フ
ァ
ン
な
ど
約
１
３

０
名
が
集
ま
っ
て
の
前
夜
祭
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

将

局
当
日
の
２２
日
午
前
９
時
、

緊
張
感
が
漂
う
中
、
先
手

の
羽
生
善
治
三
冠
が
初
め
の
一
手

を
打
ち
対
局
が
開
始
。
別
室
に
お

い
て
は
、
白
熱
し
た
対
局
の
様
子

を
映
像
で
観
る
と
と
も
に
、
プ
ロ

棋
士
が
大
盤
を
使
用
し
て
実
況
解

説
を
行
う
大
盤
解
説
会
が
行
わ
れ
、

市
民
や
市
内
外
の
将
棋
フ
ァ
ン
ら

延
べ
３
４
５
名
が
会
場
に
詰
め
か

け
ま
し
た
。

対

対局に向けて決意表明する
森内俊之名人（左）と羽生善治三冠（右）

棋
界

最
高
峰
の
棋
戦

〜「
第
72
期
名
人
戦
」第
2
局
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
〜

一般参加
可　能
参加無料

問 問申 申



広報きたかた　2014.6 ◯2626

市
内
全
域
で
運
行
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

世
代
を
問
わ
ず
誰
か
ら
も

親
し
ま
れ
愛
着
の
持
て
る
愛
称
で
あ
る
こ

と
。

●
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

●
募
集
期
間

６
月
２
日（
月
）〜
３０
日

（
月
）※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
記
念
品

採
用
作
品
応
募
者
に
３
，
０

０
０
円
相
当
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

（
該
当
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
最

大
１０
名
ま
で
と
し
ま
す
）。

●
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
判
用
紙

も
し
く
は
官
製
は
が
き
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
必
要
事
項

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
事
項
】

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
愛
称（
漢
字
の
場
合

は
ふ
り
が
な
も
明
記
）、
命
名
理
由
、
応

募
者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別

●
提
出
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送

〒
９
６
６

－

８
６
０
１（
住
所

記
載
不
要
）喜
多
方
市
総
合
政
策
部
企
画

政
策
課
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
愛
称
募
集
担

当
宛
て

②
持
参

喜
多
方
市
総
合
政
策
部
企
画
政
策
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
へ
持
参（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
）

③
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
０
７
３

④
Ｅ
メ
ー
ルkoutsuu@

city.kitakata.
fukushim

a.jp

※
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
応
募
者
の
負

担
と
し
ま
す
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
の
あ
り
方
に
つ

い
て
市
民
の
皆
様
と
の
調
整
を
図
る
た

め
、
下
記
に
よ
り
１４
の
運
行
エ
リ
ア
ご
と

に
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
運
行
ダ

イ
ヤ
の
変
更
な
ど
を
検
討
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
２４
）５
２
０
８

デ
マ
ン
ド
バ
ス
愛
称
募
集

デ
マ
ン
ド
バ
ス
住
民
懇
談
会

の
開
催

デマンドバス住民懇談会開催日程

運行エリア 日時 場所

熊倉エリア 6月23日（月）午後7時～ 熊倉公民館

上三宮エリア 6月26日（木）午後7時～ 上三宮公民館

関柴エリア 6月27日（金）午後7時～ 関柴公民館

岩月エリア 6月30日（月）午後7時～ 岩月公民館

慶徳エリア 7月 4 日（金）午後7時～ 慶徳公民館

熱塩エリア 7月 7 日（月）午後7時～ 熱塩加納会館

加納エリア 7月 8 日（火）午後7時～ 熱塩加納会館

塩川東エリア 7月10日（木）午後7時～ 駒形公民館

塩川西エリア 7月11日（金）午後7時～ 堂島公民館

山都中央エリア 7月14日（月）午後7時～ 相川会館

朝倉・一郷エリア 7月15日（火）午後7時～ 相川会館

蓬莱・三津合エリア 7月17日（木）午後7時～ 舟引会館

揚津エリア 7月22日（火）午後7時～ 高郷公民館

磐見エリア 7月24日（木）午後7時～ 磐見集会所

問問
申申

問問

申申

デ マ

バス
ン ド
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地
域
農
林
産
物
を
活
か
し
た
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
向
け
た
６
次
産
業
化
の
取

組
を
支
援
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費

①
市
場
調
査
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
依
頼

②
商
品
開
発
や
試
作
に
必
要
な
原
材
料
、

資
材
購
入

③
外
部
業
者
へ
の
加
工
委
託

④
成
分
分
析
委
託

⑤
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
作
成

⑥
そ
の
他（
販
売
促
進
活
動
に
要
す
る
経

費
）

●
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以

内（
上
限
４０
万
円
／
年
）

●
募
集
対
象
者
・
事
業
実
施
主
体

農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者
の

組
織
す
る
団
体
な
ど
、
ま
た
は
食
品
製
造

な
ど
を
行
う
事
業
者

●
助
成
期
間

①
２
年
間
…
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
な
ど

②
１
年
間
…
市
内
に
店
舗
ま
た
は
工
場
な

ど
を
有
す
る
事
業
者

●
採
択
数

４
事
業

●
応
募
方
法

応
募
者
は
所
定
の
様
式

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
限

６
月
２７
日（
金
）

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

雄
国
沼
は
、
沼
の
入
口
ま
で
林
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
な
ど
の
開
花
時
期
に
は
マ
イ
カ
ー
に

よ
る
利
用
者
が
集
中
し
、
交
通
渋
滞
や
事

故
の
発
生
、
植
物
の
踏
み
荒
ら
し
や
排
気

ガ
ス
に
よ
る
植
物
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
う

つ
く
し
い
自
然
環
境
に
影
響
す
る
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
１７
年
よ
り
マ
イ
カ
ー

規
制
と
代
替
交
通
機
関（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
）

通
行
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。美

し
い
雄
国
沼
を
守
り
後
世
ま
で
伝
え

る
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
自
然
体
系
・
環
境
保
護
の
た
め
、
雄
国

沼
へ
の
ペ
ッ
ト
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

※
交
通
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
路
上

駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
対
策
の
内
容

①
実
施
方
法

利
用
集
中
期
間
中
、
雄
国
林
道
・
大
窪

林
道
・
中
道
地
林
道
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、

公
安
委
員
会
に
よ
る
マ
イ
カ
ー
規
制
を
行

い
、
雄
国
山
麓
に
設
置
さ
れ
た
県
営
萩
平

駐
車
場（
３
０
０
台
収
容
、
駐
車
料
金
無

料
）か
ら
金
沢
峠
雄
国
沼
入
口
ま
で
、
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

②
規
制
期
間

６
月
７
日（
土
）〜
７
月
２１
日（
月
）

４５
日
間

③
規
制
の
対
象
と
な
る
車
両

許
可
車
両
を
除
く
す
べ
て
の
車
両（
観

光
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
含
む
）

④
許
可
車
両

警
察
署
長
が
許
可
す
る
車
両

※
雄
国
施
設
の
管
理
に
必
要
な
車
両
や
森

林
施
業
、
道
路
維
持
の
た
め
必
要
な
車
両

な
ど
に
限
り
ま
す
。（
車
両
１
台
ご
と
に

警
察
署
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
）

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

①
運
行
期
間（
ダ
イ
ヤ
）

規
制
を
実
施
す
る
日
の
午
前
６
時
か

ら
、
約
３５
〜
４５
分
お
き
に
発
車
し
ま
す
。

最
終
の
下
り
バ
ス
は
金
沢
峠
を
午
後
４
時

４０
分
に
出
発
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は

遅
れ
な
い
よ
う
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

配
車
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
混
雑
時
に
は
乗
車
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
利
用
分
散
、
混
雑
解
消
の
た

め
に
ご
了
承
願
い
ま
す
。

規
制
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
は
、
喜

多
方
駅
と
雄
国
萩
平
駐
車
場
を
結
ぶ
バ
ス

も
運
行
さ
れ
ま
す
。（
１
日
１
往
復

喜

多
方
駅
発
午
前
１０
時
３５
分
、
雄
国
萩
平
駐

車
場
発
午
後
２
時
３５
分
）

②
乗
車
料
金

雄
国
萩
平
駐
車
場
か
ら
金
沢
峠
ま
で

片
道

大

人
５
０
０
円

こ
ど
も
２
５
０
円

喜
多
方
駅
か
ら
雄
国
萩
平
駐
車
場
ま
で

片
道

大

人
５
０
０
円

こ
ど
も
２
５
０
円

雄
国
沼
自
動
車
利
用
適
正
化
連
絡
協

議
会
事
務
局（
喜
多
方
市
観
光
交
流
課
内
）

☎（
２４
）５
２
０
０

バ
ス
の
運
行
の
詳
細
は
運
行
業
者（
会
津

乗
合
自
動
車
㈱
）

☎
０
２
４
２（
２２
）５
５
６
０

雄
国
３
林
道
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

対
策
マ
イ
カ
ー
規
制
と
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

募
集
に
つ
い
て

～花によるおもてなし～

喜多方市華道教授連合会の皆さんと連携して「迎

え花」を設置いたしますので、ご覧ください。

設置期間　5月～11月

蔵のまち案内所、おたづき観光案内所、喜多方

駅観光案内所、喜多方市役所本庁１階ロビー

問問

問問

申申
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国民健康保険または後期高齢者医療制度へ加入されているみなさまへ

人間ドック検診二次受付のお知らせ

　市では今年度も、国民健康保険と後期高齢者医療制度へ加入されている方を対象とした人間ドック検診助

成の二次受付を行います。下記によりお申し込みください。

1 対 　 象 　 者 ①検診日における満年齢が20～74歳までの国民健康保険に加入の方 

 ②後期高齢者医療制度に加入の方

2 助 　 成 　 額 国民健康保険に加入の方:一人につき　20,000円

 後期高齢者医療制度に加入の方:一人につき　上限30,000円

3 自 己 負 担 額 市の助成額を除いた金額となり、各医療機関により異なります。

4 医 療 機 関 名 市内外12の医療機関　⇒　下記をご覧ください。

5 検診実施時期 9月1日（月）～12月19日（金）

 ◆検診の希望日は、医療機関の指定日のなかで、一次募集後の空きのある日をご指定

 　いただけます。

6 申 込 み 方 法 国民健康保険証または後期高齢者医療被保険証と国保加入者は認印も持参のうえ、本庁保 

 健課または各総合支所へお申し込みください。

7 受  付  日  程 6月16日（月）～20日（金）　午前8時30分～午後5時

■市の健診（特定健診・健康診査）との重複受診はできません。

　（重複受診の場合は、一方の費用額を全額負担していただきますので、ご了承ください。） 

■国民健康保険税の滞納により国民健康保険被保険者資格証明書が交付されている世帯の方については、対象

　になりません。

■次の医療機関で受診できます。

■おおまかな内容について記載しました。検査内容によって、実施曜日・料金などが医療機関で異なります。

■PETがん検診希望の方は、竹田綜合病院で受診できます。（検査前後に安静を要するため、必ず一泊検診と

　なります。）

　なお、「PETがん検診のみ」の受診はできません。

■オプションで検査項目を追加できる医療機関もあります。（別途料金がかかります。）詳しくは、受け付け時

　にお尋ねください。

問 申 保健課 健康班☎（24）5223

医療機関名 検診内容 検診日 検診を実施する日
胃の検査方法 国保

自己負担額
後期高齢者
自己負担額口 鼻 透視

有隣病院

ドック検診

（日帰り）
申込時

に決定

9月1日～12月19日までの

各医療機関の指定日のうち

空きのある日

○ ○ ○

8,000～

  25,000円

0～

  15,000円

鳴瀬病院 ○ ○

佐原病院 ○ ○ ○

入澤病院 ○

小野病院 ○ ○

医療生協きたかた診療所 ○

みつはし医院 ○ ○ ○

君島クリニック ○ ○

ゆうゆうクリニック ○ ○

くまたクリニック ○

武田医院 ○

一
泊
検
診

竹田綜合病院
ドック検診

+
PETがん検診

9月17日～12月10日までの

指定日のうち空きのある日

（一泊検診）

○ ○ ○ 143,080円 133,080円

PETがん検診とは、特殊な薬剤を注射し、撮像にて全身の糖代謝能をみることにより、がん

などの疾患を診断する検査です。糖尿病（血糖値が150以上の方含む）の方は受診できません。

問 問申 申
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こ
の
制
度
は
、
市
が
保
有
す
る
公
文
書

（
情
報
）の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
請
求
が
あ

っ
た
情
報
を
原
則
公
開
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
公
開
す
る
も
の
で
す
。

市
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
た
文
書
や

取
得
し
た
文
書
、
図
面
、
写
真
な
ど
で
、

決
裁
や
回
覧
の
手
続
き
が
終
了
し
、
管
理

し
て
い
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
情
報

公
開
窓
口（
総
務
課
、
各
総
合
支
所
住
民

課
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
な
ど

口
頭
で
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
請
求
書
が

提
出
さ
れ
た
日
か
ら
１５
日
以
内
に
行
い
ま

す
。公

文
書
の
開
示
は
、
閲
覧
と
公
文
書
の

写
し
の
交
付
の
両
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

閲
覧
に
要
す
る
費
用
は
無
料
で
す
が
、

写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

情
報
公
開
を
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
制
度
の
内
容
と
25
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実 施 機 関 の 区 分 請求 申出 合計

市 長

総合政策部 0 0 0
総務部 0 2 2
市民部 1 3 4
産業部 2 0 2
建設部 0 1 1
水道課 0 0 0

教 育 委 員 会 0 0 0
選 挙 管 理 委 員 会 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0
農 業 委 員 会 0 0 0
固 定 資 産 評 価

審 査 委 員 会
0 0 0

議 会 0 0 0
合 　 　 　 　 計 3 6 9

区　　 分 請求 申出 合計

決定

開示 0 5 5
部分開示 2 1 3
不開示 0 0 0
小　　計 2 6 8

請求または申出の
取下げ

1 0 1

公文書の不存在 0 0 0
合　　　　計 3 6 9

開示請求 訂正請求 取扱是正請求
0 0 0

開 示 部分開示 不開示 不存在 取下げ 却 下 合 計
0 0 0 0 0 0 0

公文書開示の実施状況

【情報公開制度】

【個人情報保護制度】

　25年度の情報公開制度および個人情報保護制度に係
る開示などの実施状況は下記のとおりです。

１公文書の開示の請求および申出の状況
⑴請求権者別の内訳 　　　　　　　　　　　　　（単位:件）

２公文書の開示の決定などの状況
⑴決定などの状況 　　　　　　　　　　　　　　（単位:件）

⑵部分開示・不開示理由の内訳
　個人情報を除いた部分開示　 3件

３不服申立ての状況
　25年度における不服申立ての件数　0件

３不服申立ての状況
　25年度における不服申立ての件数　0件

１自己情報に係る請求件数　　　　　　　　　　　（単位:件）

２開示請求に対する決定などの状況　　　　　　　（単位:件）

⑵実施機関別の内訳　　　　　　　　　　　　　（単位:件）

請
 
求

件数
市の区域内に住所を有する者からの請求 3
市の区域内に事務所または事業所を有する個人および
法人その他の団体からの請求

0

市の区域内に存する事務所または事業所に勤務する者
からの請求

0

市の区域内に存する学校に在学する者からの請求 0
小　　　　　計 3

申
出

件数
請求権者以外の者からの申出 6

合　　　　計 9 請
求
の
方
法

公
文
書
の
開
示
な
ど
の
決
定

開
示
の
方
法

原
則
公
開
の
例
外

開
示
に
必
要
な
費
用

対
象
と
な
る
公
文
書

情
報
公
開
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、「
原
則
公
開
」
で
す
が
、

市
が
保
有
す
る
情
報
に
は
、
個
人
に
関
す

る
も
の
、
公
開
す
る
と
法
人
な
ど
の
利
益

を
侵
害
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
例
外
と
し
て
公
開
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

総
務
課
行
政
班
☎（
２４
）５
２
０
４

問問
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー

白
黒
コ
ピ
ー

区

分

１
枚
に
つ
き
３０
円

１
枚
に
つ
き
１０
円

費
用
負
担
額
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行

政

11日（水）6月
午前10時

～正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3825

12日（木）
午前 9時30分

～11時30分

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2113

13日（金）
午後 1時

～ 4時

市保健
センター

小原　良一
行政相談委員

生活環境課
☎（24）5221

20日（金）
午前 9時

～正午

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

横山　憲一
行政相談委員

熱塩加納総合支所
住民課

☎ （36）2113

人

権

12日（木）6月
午前10時
～午後 3時

高郷公民館
研修室

須藤　茂樹
清野　健治
人権擁護委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2113

 2日（水）7月
午前10時

～正午

山都開発
センター

小澤　新一
大関　倫朗
中島　幸子
人権擁護委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3825

法 
律

27日（金）6月2
午前 9時30分
～午後 3時30分

市保健
センター

井川憲太郎
弁護士

生活環境課
☎（24）5221消

費
生
活

12日（木）6月
 26日（木）

午前10時
～午後 3時

市保健
センター

横島　裕子
消費生活相談員

健
康
相
談

 3日（木）7月
午前 9時30分
～10時30分

塩川保健
福祉センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健康・
栄養・運動・育児などについて保
健師・栄養士が個別相談に応じ
ます。気軽にご利用ください。
　なお、喜多方市保健センターで
相談を希望される方のみ、事前の
電話予約（保健課 健康班☎（24）
5223）をお願いします。

6月
8日
（日）

手代木医院（上町東）
☎（22）0034

15日
（日）

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎（24）3333

22日
（日）

福田耳鼻咽喉科醫院（西四ツ谷）
☎（24）4187

29日
（日）

藤井医院（清水台）
☎（23）0023

6月
8日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

15日
（日）

会津医療センター（会津若松市）
☎0242（75）2100

22日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

29日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希
望される方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られます
ので、悩みごとや困りごとなどお気軽にご相談ください。

街頭献血にご協力を！
月 　 日 献血時間 場　　所

12日（木）6月 午前 9時30分～11時 喜多方合同庁舎前

　 20日（金） 午前 9時30分～午後 1時 山都保健センター

休日の当番医（初期救急）

休日の輪番制病院（2次救急）

23ページの続き

でも…

「梅雨」
英訳
「rainy season」



　広報きたかた　2014.6◯　◯◯

の『市民と市長の談話室』

○7月8日（火）午前9時30分～11時30分
　塩川総合支所
○7月22日（火）午前9時30分～11時30分
　山都総合支所
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話
　できます。
◆対話時間 1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　7月8日開催分は6月24日（火）まで
　塩川総合支所へ、7月22日開催分は7月8日（火）
　まで山都総合支所へ電話でお申し込みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際に
　お話ししたい内容（例:｢○○活性化についての
　提案｣など）を簡単にお知らせください。
申 塩川総合支所住民課☎（27）2111

　　  山都総合支所住民課☎（38）3811

市政に対するご意見やご
要望、まちづくり提案、身
近な話題など　市長と直接
対話してみませんか

 話  者  を募集します対 話 者 　  

4　　喜多方市美術館からのご案内

図書館イベント案内
□おはなしドライブ
　6月1日（日）、8日（日）、15日（日）、22日（日）
　29日（日）　午前11時～11時30分
□ちっちゃなおはなしかい
　6月19日（木）　午前11時～11時20分
□ユニットおりがみ教室
　6月28日（土）　午前10時～11時30分

新刊案内（一部）

本との出会い…

　★郷土を知る講座
～観る・学ぶ・聴く会津型　基本編～★

　喜多方の貴重な財産「会津型」について学んでみ
ませんか？
日　時：6月28日(土)　午後1時30分～3時
会　場：喜多方市立図書館2階　第一閲覧室
定　員：30名
参加費：無料
講　師：冠木昭子さん（会津型研究会）
※図書館カウンターまたはお電話でお申し込みください

 ◆開館時間
 ○火～金曜日………午前9時30分～午後7時
 ○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
 ◆休  館  日
　6月2日（月）、9日（月）、16日（月）、23日（月）、30日（月）
 問 喜多方市立図書館☎（22）1855問 問

一般図書
・東北道の駅徹底パーフェクトガイド ジェイアクト
・花子とアンへの道 村岡　恵理
・印鑑の基礎知識 寺澤　正孝
・私が語り伝えたかったこと 河合　隼雄
・盤上に散る 塩田　武士
・冬空トランス 長沢　樹
・日本語のミッシング・リンク 今野　真二
・中東から世界が見える 酒井　啓子
・落書きに歴史をよむ 三上　喜孝

・子どもに読んであげたい365日のおはなし 野上　暁
・こどもたちへ　まどさんからの手紙 まど　みちお
・世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ ムスカ／述
・こころとしんぞう 中川　ひろたか
・算数が好きになる本 芳沢　光雄
・おやすみおやすみ シャーロット・ゾロトウ
・ハヤト、ずっといっしょだよ 井上　こみち
・フェレット迷路 ルーシー・ダニエルズ
・ノンキーとホンキーのカレーやさん 村上　しいこ

児童図書

フンデルトヴァッサーポスター展　文明のまやかしを暴け
オーストリアの芸術家、フリーデンスライヒ・フンデルトヴ

ァッサー（1928～2000）は、1950年代のはじめ若き前衛芸術
家として登場しました。人々を引き込む鮮やかな色彩。そ
して、彼にとって「生と死の象徴」として描かれた渦巻き
や流線は、人間も樹木も建物もあらゆるものが同化してい
くという世界を独特の感性で表現しています。
当館では、松本武氏の協力を受け平成17年に「フンデル

トヴァッサー展　フンデルトヴァッサーからのメッセージ」
を開催。その経緯から平成25年度 松本武氏よりポスターを
中心に55点の作品の寄贈を受けました。いわき市立美術館
所蔵作品も合わせ約60点を紹介します。
◆会　　期 5月24日（土）～6月22日（日）
◆開館時間　午前10時～午後6時
　　　　　（最終入館は午後5時30分）

◆休 館 日　水曜日
◆観 覧 料 一　　　　般　300円（250円）
　　　　　高校・大学生　200円（150円）
　　　　　小 ・ 中 学 生　100円（  80円）
　　　　　※（　）は20名以上の団体割引料金
関連事業
トークイベント
期日 5月31日（土）
内容 第1部　午後2時～2時30分
　　　　私が見たフルンデルトヴァッサー
　　　　講師：佐々木吉晴（いわき市立美術館長）
　　第2部　午後2時35分～3時30分
　　　　フルンデルトヴァッサーってどんな人
　　　　対談者：松本武×佐々木吉晴（いわき市立美術館館長）

ところ　喜多方市美術館　　※当日観覧券が必要です
問 喜多方市美術館☎（23）0404　FAX（23）0406

問 問申申

問 問

７月
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）

喜
多
方
市
総
務
部
総
務
課

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙
のののののののの
写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真

表
紙
の
写
真

16,945世帯

50,036人

23,695人

26,341人

37人

207人

　7 2人

　3 4 6人

喜多方市の人口
（平成26年4月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

古
屋
敷
遺
跡
の
豪
族
居
館
を
特
徴
づ
け
る
方
形

区
画
施
設
は
２
か
所
で
発
見
さ
れ
、
居
住
空
間
や
祭

儀
の
空
間（
政
治
や
祭
事
を
執
り
行
っ
た
場
所
）の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
二
重
の
堀
で

囲
ま
れ
た
１
号
方
形
区
画
施
設
は
、
外
堀
の一
辺
が

約
86
㍍
と
巨
大
で
、
内
堀
に
は
豪
族
居
館
に
特
有
な

「
張
り
出
し
部
」が
10
か
所
存
在
し
ま
す
。ま
た
、内
堀

で
囲
ま
れ
た
内
部
か
ら
は
、
竪
穴
住
居
跡
や
建
物
跡

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
は
、
現
代
の
茶
碗
の
よ
う
に
使
っ
た
杯

の
ほ
か
、
甕
や
甑
な
ど
の
土
師
器（
注
１
）、
水
甕
な
ど
に

も
使
わ
れ
た
須
恵
器（
注
２
）が
出
土
し
て
い
ま
す
。

古
屋
敷
遺
跡
は
、
当
時
の
豪
族
の
勢
力
分
布
や
社

会
情
勢
、
そ
し
て
居
館
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
大
変
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平

成
12
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

注
１

土
師
器
：
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
に
か
け
て

用
い
ら
れ
た
素
焼
き
土
器
の
総
称
。赤
色
の
素
焼
き
で
文

様
は
な
い
。

注
２

須
恵
器
：
古
墳
時
代
中
期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
作
ら

れ
た
土
器
で
、
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
に
よ
り
技
術
が
も
た

ら
さ
れ
た
。ろ
く
ろ
成
形
し
，登
り
窯
で
高
温
焼
成
し
た
比

較
的
硬
質
な
灰
色
の
土
器
。

■
所
在
地

喜
多
方
市
塩
川
町
大
木
田
字
古
屋
敷
ほ
か

問
文
化
課
文
化
振
興
班

☎（
24
）３
８
２
１

国指定史跡【塩川町】平成12年12月指定

ふる や しき せきい

古屋敷遺古屋敷遺跡跡（２）（２）

問問

さ
い

ぎ

つ
き

か
め

こ
し
き

は

じ

き

す

え

き

は

じ

き

す
え
き

１号方形区画１号方号方方形形区区画施画施施設

▲須▲▲須須恵恵器 ▲土▲土▲土土師師器

張り出し部

29
日
市
消
防
団
春
季
検
閲
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ッ
パ
隊
の
行
進
曲
が
流
れ
る
中
、

堂
々
た
る
分
列
行
進
の
長
い
列
が
進
み
ま

し
た
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団

員
の
頼
も
し
い
姿
が
印
象
的
で
し
た
。


